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1907年 9月 - 東北帝国大学農科大学設置、

    附属大学予科開設

1908年 　 　 - この年、予科ドイツ語教師

    ハンス・コラーが一本杖スキーを

    紹介

1911年 10月  - 予科生と教員の親睦団体

    「桜星会」結成

1918年 4月 - 北海道帝国大学附属大学予科へ

    改組

1920年 3月 - 桜星会歌「瓔珞みがく」発表

1923年 5月 - 北海道帝国大学予科と改称

1936年 6月 - 元予科主事青葉萬六胸像建立

1941年 2月 - 桜星会を桜星報国会に改組

1945年 10月 - 予科に陸海軍関係諸学校出身者が

    転入学

    報国会解散

1947年 4月 - 予科に女性3名が入学

 9月 - 北海道大学予科に改称

1949年 5月 - 新制北海道大学設置

1950年 3月 - 予科廃止

大学文書館 だいがくぶんしょかん
Hokkaido University Archives

北海道大学に関する歴史的な資料を収集・整理・
保存して利用に供するとともに、北海道大学史に
関する調査・研究を行っている。
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︑
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当時の予科生には学風を慕って集るもの、専門分野で特 別の教授に私淑したいがために集るもの、海外雄飛を胸に秘めて集まる者など、相当
の数があったと思う。それでこそ静かな学園の中にあっ て予科の空気には活気がみなぎり、迫力を感じたのである。（尾崎紫朗、1915年予科入学）
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SCENE-15

  1. 予科教授青葉萬六（1912年ころ、大学文書館蔵）

  2. 予科教授有島武郎（1912年ころ、大学文書館蔵）

  3. 予科ドイツ語教師ハンス・コラー（1912年ころ、大学文書館蔵）

  4. 予科ドイツ語教師ヘルマン・ヘッカーの家に集う予科生
　  （1930-40年代、大学文書館蔵）

  5. 旧制高等学校・予科35校の徽章（大学文書館蔵）

  6. 中央ローンで寛ぐ予科生（1940年ころ、大学文書館蔵）

  7. コラーが伝えた一本杖スキーの練習（1917年、大学文書館蔵）

  8. 東北帝国大学農科大学の正門と予科教室（1910年ころ、大学文書館蔵）

  9. 予科生の教練（1911年、大学文書館蔵）

10. 予科記念碑「大志を抱いて」（2015年撮影）
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